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資料１

避難方策の具体化について

１ 取組方針

第２回検討会でご了解いただいた取組方針は以下のとおり。

○避難ルートの再点検（道路幅員の確認、問題点の洗い出し）

○追加できる避難道路の具体化（広域農道や市町村道等で改良済みの路線等）

○渋滞シミュレーションの実施

２ 取組（案）の概要

①必要情報の収集・整理

既存の避難ルートの再点検

シミュレーションに必要な情報の収集

④避難ルート毎の

渋滞シミュレーションの実施 成果のマップ化

②渋滞箇所の特定

③迂回路の設定・新たな避難ルートの検討

３ 具体的事業内容（案）

■第１段階

○住民アンケートによる住民意向調査

避難時の交通量の把握や必要なバスの台数を把握するため、避難時の移動手段（自

家用車、行政等が手配したバス）、自動車の利用実態（１人１台、一家で１台、近

所と乗合せなど）等について、１３市町村を対象に実施する。

※一定の行政区等で抽出調査

○既存の避難ルートに関する必要なデータの収集

・道路情報（交通容量、車線と路肩の幅、区間内で最も幅が狭い区間など）

・交差点情報（流入部及び流出部の車線数と利用構成、信号情報など）

■第２段階

○シミュレーションの実施

シミュレーションを実施し、渋滞発生箇所のデータベース化を行う。
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○避難時間推計の実施

避難方法（段階的避難と一斉避難など）等の条件を変えて、シミュレーションを実

施することにより、段階的避難の効果を検証する。

■第３段階

○渋滞発生箇所毎の回避方法の検討

渋滞発生箇所毎に回避するための迂回路を選定する。

○新たな避難ルート検討

上記渋滞発生を抑制する新たな避難ルートが設定可能か検討する。

■第４段階

○シミュレーション結果のとりまとめ・公表

避難ルート毎の成果をマップ化（渋滞箇所、迂回路、狭隘箇所、待避場所、休憩所

などの情報をマップ上に掲載）し、関係者（行政機関）向け冊子及びＨＰ（ポータ

ルサイト）公開用の素材を作成する。

４ シミュレーションの条件設定（案）

（１）想定人口

現況、将来（事故前と同程度に住民が帰還した想定）

（２）事故の想定

１Ｆ、２Ｆ両方で事故が発生、１Ｆで事故が発生、２Ｆで事故が発生

（３）避難指示範囲

ＰＡＺ、ＵＰＺ全域及び一部（北方向、南方向、西方向）

（４）避難のタイミング

一斉避難、段階的避難

（５）その他（避難時間帯、自家用車利用率など）

５ 実施スケジュール（案）
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６ 関係機関への協力依頼事項（予定）

協議内容 想定される協議・協力機関

住民アンケートの対象設定 市町村

道路情報の提供 道路管理者

交差点情報の提供 警察本部等

シミュレーションの条件設定に必要な情報 市町村等

（人口、避難指示の範囲など）

迂回路の設定に係る協議 道路管理者、市町村等

新たな避難ルート設定に係る協議 道路管理者、市町村等

７ 渋滞シミュレーションの成果物イメージ

広域避難ルート（浪江町→二本松市） 国道１１４号→県道６２号線→国道３４９号→国道４５９号


